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『研究キーワード』  野菜， 果樹， 花き， オミクス， 成分分析， 接ぎ木 

バイオテクノロジー， 遺伝子工学， 代謝工学 
 

『研究シーズ・スキル』 ・新規質量分析技術（アンビエントイオン化質量分析）を用いた成分分析 

   ・園芸作物の遺伝子組換え・ゲノム編集技術 

   ・園芸作物のオミクスと代謝工学 
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研究者総覧： https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100002420_ja.html 
Researchmap： https://researchmap.jp/read0056042 

 
○ アンビエントイオン化質量分析を用いた作物

の成分分析 
植物は 100 万種類もの成分（代謝物）を合成いて

いると言われており，この成分が作物の味，香り，

色，栄養価・機能性を決めています．私たちは，ア

ンビエントイオン化質量分析という新技術を用い

て，抽出や分画作業を必要とせず，僅か数秒～数分

で作物の成分分析を行える技術を開発しました． 
 
○ 園芸作物の遺伝子組換え・ゲノム編集 
花や野菜や果物の形・色・味・健康機能を司る遺

伝子をオミクスにより明らかにし，その遺伝子を

遺伝子組換えによる遺伝子導入や，ゲノム編集に

よる遺伝子改変を行うことにより，果実の大きさ

や収量がそのままの甘いトマトを作出したり，輸

送性に優れた縦長なトマトを作出したり，これま

でにない新しい花色の花きの作出を行ったりして

います． 

 

顔写真 

上：植物色素であるアントシアニン 
81種類を僅か 3分で分析できる技術
を開発．右：ゲノム編集により作出し
た糖度の高いトマトとピーナッツ形
のトマト．下：遺伝子組換えにより作
出した，これまでにない花色の花き． 
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